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11月 29 日（水）京都府総合教育センターにて、 

家庭・学校・地域社会の連携で『安心』・『安全』な社会を築き 心豊かな青少年の育成を！ 

〜「生きる力」・「人を思いやる心」・「心の教育」を家庭から〜 

をテーマに、令和 5年度京都府立高等学校 PTA 連合会指導者研修会（京都市部ブロック）が開催

されました。向日が丘支援学校からは、大籏 PTA 会長と本部役員 5名、平岡校長が出席しまし

た。講演でお話を聞いたあと、分科会では各部屋に分かれ、発表校が発表を行いました。今年

は、向日が丘支援学校は発表校のひとつでした。 

 

『講 演』 

「教育現場のなかの多様性をどう守るか：LGBTQ の出前授業の実戦からの再考」 

京都大学経営管理大学院 特定助教 柳 淳也 

  

近年、あらゆる場面において議論されることが多い「LGBTQ」についての講演でしたが、私た

ちが日常で多く直面する「男性らしさ」「女性らしさ」など、「らしさとは？」といったよう

な、改めて問われると明確に答えることができない、昔からの慣習、風習についての例を挙げた

お話しなどがありました。日常の中でも、「もやもや」と思うことはあるものの、受け流してし

まっている自分自身の意識について、考えることが多いお話でした。 
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『分科会』 

今年は向日が丘支援学校 PTA が発表校のひとつでした。他校の保護者や校長などが参加されて

いる中、「特別支援教育と PTA 〜学校の引っ越しにともに取り組んで〜」というテーマと副題

で、学校の引っ越しから現在の仮設校舎での様子、PTA の活動を紹介する動画をスクリーンに流

したあと、大籏 PTA 会長が説明しました。質疑応答では、他校の参加者から、仮設校舎への移転

に関する質問や、地域の方を巻き込んだ活動への取り組みについての質問が挙がりました。ま

た、向日が丘支援学校 PTA からも質問をし、他校の PTA 活動についてもお話しいただくなど、

今後の PTＡ活動への取り組み方についての意見交換を行う良い機会になりました。 

 


